



























科学掘削船 Joides Resolution 号で導入され










旧 UWTV（Under Water TV: 水中テレビシステ
ム）と、これを換装して 2016 年夏以降本格導








組みである（図 2 参照）。 

























図(新 UWTV の場合) 
3. 新旧水中テレビシステムの比較 
ここで、旧 UWTV 及び新 UWTV の仕様比較を






















































図 4：新 UWTV 用ウィンチ(左：ストアウィン
チ、右：トラクションウィンチ) 
4. まとめ 
 本稿では「ちきゅう」搭載の新旧 UWTV につ
いて紹介した。新 UWTV は、旧 UWTV の経験を
もとに、利便性と安全性をより高めたものと
なっている。新 UWTV は 2016 年秋より本格運
用に入る予定である。 
表 1：新旧水中テレビシステム仕様比較 






駆動源 油圧(500L/min, 21MPa) 
制御電源 440V 3φ 60Hz 
最大適用水深 7,000[m] (フリーフォール時は 7,200[m]) 
ウィンチ最大使用荷重 12[tf] 8.2[tf] 
仕様上最大線速 
100[m/min] (High Speed Mode) 
50[m/min] (Slow Speed Mode) 
12.5[m/min] (Very Slow Speed Mode) 
100[m/min] (High Speed Mode) 
60[m/min] (Slow Speed Mode) 
水中部重量(水中) 約 1000[kg] 約 860[kg] 
ケーブル方式 鉄線 2重外装 (電線×4, 光ファイバー線×4) 
ケーブル長 9,000 [m] 7,500[m] 
ケーブル径 17.25[mm] 
ケーブル重量 1,060kg/km(空中), 817kg/km(水中) 1,059kg/km(空中), 824kg/km(水中) 
ケーブル最小曲半径 515[mm] 320[mm] 
引張強度 167[kN]以上 147[kN]以上 
水中部搭載機器 カメラ×2, ライト×2, 障害物ソナー×1, 回転計×1 
 
  
 
